
外来における介護保険
主治医意見書代行作成

組の取り組み
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当院の概要当院の概要

◇病床数 床◇病床数220床
一般病床60床般病床60床

（脳卒中ケアユニット9床を含む）

療養病棟160床
（回復期 ビ シ 床を含む）（回復期リハビリテーション106床を含む）

◇脳神経外科専門の病院◇脳神経外科専門の病院

◇総手術件数（平成25年）

397件2



医療秘書室業務内容医療秘書室業務内容

医師事務作業補助体制加算：25対1

◇書類代行作成◇書類代行作成

（診断書、診療情報提供書、（診断書、診療情報提供書、

介護保険主治医意見書等）

◇脳神経外科・神経内科の外来補助

◇専門外来・神経内科の診察予約◇専門外来・神経内科の診察予約

◇脊椎手術日程管理◇脊椎手術 程管

（手術までの流れ説明、入院説明）etc...3



意見書の依頼手段意見書の依頼手段

意見書を
家族患者 14%

2%
依頼のルートは
定ではない！

書いてほしい
家族患者 14% 一定ではない！

提出依頼書
52%

持参（受診日）

持参（受診日以外）

電話

誰が対応したか

ケアマネージャー
52%

23%

電話

郵送（自治体）

不明

誰が対応したか
わからない・・

？

？
9%
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目的目的

◇意見書の取り扱いの一元管理

◇医師の書類作成にかかる時間の◇医師の書類作成にかかる時間の

短縮と負担の軽減

外来通院中の患者が外来通院中の患者が
対象となる場合は
すべて医療秘書室へす て医療秘書室
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依頼から交付までの流れ依頼から交付までの流れ

医療秘書 医師依頼者 医療秘書 医師

確認依頼

依頼者

作成依頼

生活状況聴取
確認・修正書類交付
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作成時に参考となるもの作成時に参考となるもの

◇電子カルテ（医師が記載した記録）◇電子カルテ（医師が記載した記録）

◇診療情報提供書◇診療情報提供書

◇過去に発行された診断書

（特定疾患など）

◇患者 家族 ケアマネ ジャ から◇患者・家族・ケアマネージャーから

聴取した生活状況の記録聴取した 活状況の記録
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パソコンで
入力入

8



文書管理システム文書管理システム

Click!
！

最終修正者は医師
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書類の進捗状況を

10

書類の進捗状況を
把握10



代行作成を開始するに代行作成を開始する
あたり

◇医師やＭＳＷを講師とした介護保険制度、◇医師やＭＳＷを講師とした介護保険制度、

意見書の代行作成方法に関する勉強会を

実施

◇市役所職員による意見書作成の説明会に◇市役所職員による意見書作成の説明会に

出席
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意見書作成件数（月別）と
医療秘書の代行作成率医療秘書の代行作成率

25 100

100%

20 80

100

15
6045%

10

20

40約9割を医療秘書が
代行作成している！

5

0

20代行作成している！
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書類の依頼から交付まで書類の依頼から交付まで
の平均日数

脳外科Ａ 6.0日

脳外科Ｂ 2.1日

脳外科Ｃ 3 8日脳外科Ｃ 3.8日

脳外科Ｄ 4.4日

脳外科Ｅ 7.2日

神内Ｉ 5 3日

約1週間で
書類をお渡し神内Ｉ 5.3日

神内Ｊ 4.3日

書類をお渡し
している
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ヒアリング調査結果ヒアリング調査結果

◇意見書は記載項目が多く、作成に時間が◇意見書は記載項目が多く、作成に時間が
かかる。→負担が大きい。

◇診察時以外に意見書の依頼があると、
生活状況に関する情報が不足して困った。

◇５名中４名「負担が軽減した」との回答
今まで通り代行作成よろしく→今まで通り代行作成よろしく。
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苦労した点苦労した点

◇新規申請の意見書作成

→申請方法説明＋生活状況の聴取に

約30分～1時間かかる！約30分～1時間かかる！

◇必要な情報をわかりやすく記載

しなければならない
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工夫した点工夫した点

◇マニュアルと作成例のまとめ

◇生活状況の聴取用のメモ作成◇生活状況の聴取用のメモ作成

◇わかりやすい言葉で説明

→より短時間で多くの情報が得られるようにより短時間で多くの情報が得られるように
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マニュアル 作成例
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聴取メモの
例例
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実際に取り組んでみて実際に取り組んでみて

◇意見書の一元管理

進捗状 が把握 すくな た→進捗状況が把握しやすくなった。

◇記載漏れの減少

→自治体からの問い合わせが激減した。

◇医師の負担軽減◇医師の負担軽減
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今後に向けて今後に向けて

◇より良い意見書の代行作成

医学面 介護面双方の知識取得→医学面・介護面双方の知識取得

患者の状態をより正確に記載する。患者の状態をより正確に記載する。

◇リハビリテーション科の外来に通院中の

患者分に関しても同様に意見書の代行作成患者分に関しても同様に意見書の代行作成

に取り組めるようにする。に取り組めるようにする。

20


